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不斉亜鉛二核錯体を用いた触媒反応の検討
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[背景]当研究室では､4つの亜鉛イオン

からなる亜鉛四核クラスター錯体を開発

しており､これがェステル交換反応などの

反応に対し優れた触媒活性を発現するこ

とを見出している1｡しかし亜鉛四核クラ

スターは反応場の立体制御が困難であり､

その不斉触媒化には成功していない｡そこ
で我々は､亜鉛四核クラスターの活性中心

㌣

詔 触

oTD
l=切卵■1,岬 叩d田rd蜘 ZLrV卿 iJ蛸 qlTldX細 1.触り哲‡禦F

を有し､反応場の立体の制御が期待できる

新たな不斉亜鉛二核触媒の設計を行い､合成に成功し

た (Figure1)｡

[実験 ･結果]今回､様々な反応に対し不斉亜鉛二核 ' ;･ ･ /

触媒を用い､その触媒活性の検討を行った｡その結果､ 軸拍紬⊇T叫 佃 md卿

これまで亜鉛四核クラスターはアルコールのアシル化反応に対し触媒活性が高か

ったのに対し､本二核触媒はアルコールではなくアミンのアシル化反応に対し触

媒活性を発現するということを見出した｡さらに､本触媒の配位子は､未だ反応

場の立体を制御するためには不十分であった為､配位子に立体的なチューニング

を施し､反応性の検討を行った (Figure2)｡
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